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はじめに

シマ フ ク ロ ウは 絶 滅 寸 前 の 鳥 と して 、 近 年 非 常

に有 名 に な っ た動 物 で あ る。1971年 に 国 の天 然 記

念 物 と して指 定 され て 以 来 、1988年 に は 日本 の レ

ッ ドデ ー タブ ッ クの 絶 滅 危 惧 種 に ラ ン ク さ れ(環

境 庁1991)、1993年 の 「種 の 保 存 法 」 で は 国 内 希

少 野 生 動 植 物 種 の 一 つ に指 定 され る な ど 、 国 家 レ

ベ ルで 保護 の重 要性 が 認 識 され て い る鳥類 で あ る。

シマ フ ク ロ ウ は全 長70cm、 翼 開 長180cmの 世 界 で

も最 も大 きな フ ク ロ ウの 一 種 で あ り、 日本 で は北

海 道 にの み 分 布 す る 。 河 川 沿 い や 湖 畔 な ど の広 葉

樹 林 や 針 広 混 交 林 の 中 に住 み 、 魚類 を主 食 と して

時 に両生 類 、小 型鳥 類、小 型哺乳 類 な どを捕食 す る。

また 、 秋 に は北 海 道 の 各 河 川 に遡 上 す るサ ケ マ ス

を捕 食 す る。 定 着 性 が 強 く、 ま た夫 婦 関 係 も緊密

で あ る 。 繁 殖 に際 して は 河 川 近 くの広 葉樹 の 大 径

木 の樹 洞 に営 巣 し、1-2卵 を生 む 。 生 まれ た幼

鳥 は 生 後1-2年 親 の行 動 圏 内 で成 長 した 後 分 散

す る(山 本1989、 早 矢仕1997)。

一 方
、 シマ フ ク ロ ウ は 明 治 以 降 の北 海 道 開 拓 の

進 行 と と も に生 息 域 や生 息 数 が 徐 々に減 り、 特 に

戦 後 の急 速 な 農 地 開発 や森 林 伐 採 、 河 川 改 修 、 ダ

ム建設 、 河 口部 の サ ケ マ ス捕獲 梁 の 設置 な どの様 々

な環 境 改 変 に よ り生 息 数 が 激 減 し、現 在 は100羽 を

少 し超 え る程 度 と見 積 も られ る ほ ど減 少 して し ま

った(竹 中1996)。 そ して 近年 、 絶滅 に瀕 す る鳥 、

原 生 の森 と川 を代 表す る鳥 、 ア イヌ民 族 の 最高 神 、

な ど と、 北 海 道 の 自然 を象 徴 す る 生 物 と して シマ

フ クロ ウが マ ス コ ミに取 り上 げ られ る機 会 が増 え、

また 数 が 少 な い とい う現 状 に加 え て そ の 大 き さや

風 格 が市 民 の人 気 を呼 び 、 「幻 の鳥 」 と して 急 速 に

知 られ る よ う に な った 。

と こ ろが 、 人気 の 上 昇 と と もに マ ス コ ミな どの

メ デ ィ ア、 ア マ チ ュ ア カ メ ラマ ンや バ ー ドウ オ ッ

チ ャー な どの 野 鳥 愛 好 家 が シマ フ クロ ウの 生 息 地

へ 入 り込 み 、個 体 へ の 接 近 を行 う こ とが 増 え て き

て お り、 生 息 や 繁 殖 へ の影 響 が 懸 念 され て い る 。

特 に アマ チ ュ ア カ メ ラマ ンが雑 誌 や 絵 葉 書 、 写真

集 な ど に写 真 を発 表 す る こ とが 非 常 に増 え て きて

お り、 さ らに そ れ に触 発 さ れ て接 近 撮 影 す る カ メ

ラマ ンの 数 が増 加 し た り、バ ー ドウ オ ッチ ャー を

さ ら に誘 引 した りす る よ う に な って い る。 そ して

この よ う な状 況 をマ ス コ ミな ど メデ ィ アが 更 に加

速 させ て い る側 面 が あ る。 絶 滅 に 瀕 す る動 物 へ の

関心 が 増加 す る こ とは非常 に好 ま しいの で あ るが 、

カ メ ラマ ンやバ ー ドウ オ ッチ ャー の み な らず 商 品

を買 う人 も含 め 、 熱 心 な愛 好 家 が シマ フ ク ロ ウ の

生 息 を脅 か す 主 要 な 原 因 の 一 つ に な って い る こ と

は もは や 無 視 で きな い段 階 に な っ て きて い る。 わ

ず か に100羽 程 度 しか生 息 しない 絶 滅 寸前 の 鳥 を保

護 す る た め に は 、現 段 階 で は一・羽一 羽 や 一 つ 一 つ

の生 息 地 が 非 常 に重 要 で 、 人 間 に よる 悪 影 響 は可

能 な限 り改 善 も し くは排 除 しな けれ ば な らな い。

い っ ぽ う、 シ マ フ ク ロ ウ は保 護i上の 観 点 か ら調

査 結 果 や研 究 成 果 な どの 多 くの 情 報 を秘 匿 して い

る た め 、市 民 に 「幻 の 鳥」 とい う イ メ ー ジ を定 着

させ て い る 一 因 とな っ て い るが 、 シ マ フ ク ロ ウの

保 護 の上 で は 、 正 確 な知 識 や 現 状 認 識 が伴 わ ない

中で の イ メー ジ先 行 は 、 そ の 裏 返 し と して 熱 狂 的

な接 近 や 間 違 っ た認 識 に よる 保 護 に進 む 要 素 を含

ん で い る。 そ の た め 今 後 の シマ フ ク ロ ウ の 保 護 を

適 切 な方 向性 を持 っ て行 っ て い くた め に は 、 市 民

の 現 状 認 識 と知 識 向 上 が 不 可 欠 で あ る。 ま た そ の

前 段 階 と して 、 現 状 の 市 民 の認 識 の 程 度 を把 握 し

て お くこ とが 必 要 で あ る。 本 研 究 で は 、 シ マ フ ク

ロウが市 民 に対 して どの程 度人気 が高 いか を調 査 し、

あ わ せ て 、 シ マ フ ク ロ ウ に対 して市 民 が 持 つ 認 識

や イ メー ジが どの よ うな もので あ るか を調 査 した。

そ して この 結 果 を用 い て 、 今 後 の シ マ フ ク ロ ウ保

護 の た め に、 普 及 啓 蒙 を どの よ うに展 開 して い け
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図1.新 聞 記 事 に取 り上 げ られ る一 ヵ月 あ た りの シ マ フ ク ロ ウ関 連 記 事 数

ば良いか考察を試みる。

調 査 方 法

調 査 は 、市 民 の シマ フ クロ ウ に対 す る 関心 の 高

さ を示 す もの と して 、新 聞記 事 、 観 光 土 産 の 木 彫

り、札 幌 雪 祭 りの 市民 小 雪 像 、の 三点 に着 目 して 、

シマ フ クロ ウが そ れ ぞ れ に どの 程 度 取 り上 げ られ

て い る か を調 査 した。 また シマ フ ク ロ ウ に 対 す る

認知 度 を示 す もの と して 、 講 演 会 で ア ンケ ー ト調

査 を行 い シマ フ ク ロ ウ の 認 識 度 合 い を調 査 した 。

そ れ ぞ れ の 調 査 につ い て の 詳 細 を以 下 に示 す 。

(1)新 聞 記 事

社 会 的 関 心 の高 さ を示 す も の と して 新 聞 記 事 に

取 り上 げ ら れ る頻 度 は 良 い 指 標 に な る 。 この 調 査

で は パ ソ コ ン通 信 上 で 公 開 さ れ て い る 朝 日新 聞 デ

ー タベ ー ス
、共 同 通 信 新 聞 記 事 検 索 シス テ ム を使

用 して 、 全 国紙 で扱 わ れ る シ マ フ ク ロ ウ関 連 記 事

を ピ ック ア ップ した 。 記 事 の リス トア ップ の条 件

は キ ー ワ ー ドと して 「シ マ フ ク ロ ウ」 の み を利 用

し、他 の検 索 条 件 は使 用 しな か った 。 ま た 、 この

調 査 で は記 事 の 内 容 の 閲 覧 は行 わ な か っ た。

(2)観 光土産物屋における木彫りのシマフクロ

ウの占める割合

北海道を旅行する観光客は旅行土産として大小

の木彫 り像を購入することが多い。 この調査では

観 光 客 に対 して シ マ フ ク ロ ウが どの程 度 人 気 が あ

る か を把 握 す る指 標 と して 、1995年9月 に斜 里 町

知 床 自然 セ ン ター 内 の 土 産物 店 に お い て木 彫 り製

品 の 種 類 を調 べ 、 全 体 の 中 で シマ フ ク ロ ウ の 木 彫

りが 占 め る割 合 を調 査 した。

(3)札 幌雪祭 りにおけるシマフクロウの雪像数

札幌雪祭 りは全国的に有名な祭 りで、開催期間

中は多 くの観光客が 日本中から訪れる。 この会場

に製作 される市民参加による小雪像は、その年度

の日本の社会状況や関心の度合いを反映するもの

が多 く非常に興味深い。札幌の市民に対 してシマ

フクロウがどの程度人気があるかを把握する指標

として、1997年2月 に開催 された札幌雪祭 りの大

通 り会場において、抽選で当選 した市民が製作す

る小雪像に占めるシマフクロウ雪像の割合を調査

した。ただし、製作者への製作意図の聞き取 りは

行 っていない。

(4)講 演 会 に お ける 認 識 度 の ア ン ケ ー ト調 査

市 民 の シ マ フ ク ロ ウ に対 す る 認 識 度 や シ マ フ ク

ロ ウ に対 して 持 つ イ メ ー ジ を把 握 す る た め に 、 筆

者 が 講 師 と して 行 っ た講 演 会(北 海 道 自然 保 護i協

会 主 催 、1997年1月28日 実 施 、 有 料)の 参 加 者 を

対 象 に ア ンケ ー ト調 査 を行 った 。 ア ンケ ー ト調 査

は講 演 の 始 ま る前 、 す な わ ち 参 加 者 が 自分 で調 べ
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ている以外 はシマフクロウに関する予備知識のほ

とんどない状態で行った。設問内容は回答者の個

人情報 として、性別、年齢、シマフクロウを直接

見たかどうかの有無を聞き取った。次にシマフク

ロウの認知に関する設問として、大 きさ、個体数

の知識について聞き取った。認知に関する設問は

既存の発行 された記事や論文には必ず記載されて

いる内容である。さらにシマフクロウが住 む環境

や生態 に関する設問として、回答者がイメージす

る営巣木の大きさ、採餌量、生息圏での必要な餌

資源量、行動圏の大 きさについて聞き取 った。環

境や生態に関する設問は現在未発表の研究による

もので、正解を知っている者は非常に少ない と考

えられる。

調 査 結 果 お よ び 考 察

(1)新 聞 記 事検 索

デ ー タベ ー ス で検 索 可 能 な新 聞記 事 は 、 朝 日新

聞 デ ー タベ ー ス(以 下 朝 日)は1985年6月 か ら

1996年7月 まで 、 共 同 通 信 デ ー タベ ー ス(以 下 共

同)は1988年12月 か ら1997年4月 まで で あ り、 そ

れ以外 の期 間 は デ ー タベ ー ス化 され て い なか った。

朝 日で 「シマ フ ク ロ ウ」 を キ ー ワ ー ドに検 索 した

結 果 、 ヒ ッ ト した記 事 項 目 数 は98件(1985年6月

か ら1996年7月 ま で)で あ っ た 。 ま た 、 共 同 で は

80件(1988年ll月 か ら1997年4月 まで)で あ っ た。

以 上 に つ い て 一 ケ 月 あ た りの 記 事 数 に換 算 し年 別

に示 した の が 図1で あ る。1986年 に は朝 日新 聞 の

一・ケ月 あ た りの 記 事 数 が1 .6本 とな っ て い る が 、

こ れ は 国 有 林 の 知 床 伐 採 計 画 に対 す る全 国 レベ ル

で の反 対 運 動 が 展 開 さ れ た 年 にあ た る。 知 床 伐 採

問 題 で は 、 原 生 林 の 伐 採 が 野 生 生 物 へ 悪 影 響 を与

え る と して 、 シマ フ ク ロ ウ が 象 徴 的 な扱 い を受 け

た ため に新 聞 記 事 へ の 登 場 が 増 え た 。 伐 採 問題 が

終 結 して か らは2年 間 ほ ど シマ フ ク ロ ウ が 記 事 に

取 り上 げ られ る頻 度 が 減 っ たが 、1990年 か ら再 び

シマ フ ク ロ ウ が 記 事 に取 り上 げ られ る頻 度 が 増 加

した 。1990年 以 降 は釧 路 で の ラム サ ー ル会 議 の 開

催(1994)な どで 、 そ の準 備 期 問 か ら北 海 道 の野

生 動 物 全 体 へ の 関心 が 高 ま り、 また 釧 路 湿 原 ワ イ

ル ドラ イ フ セ ン ター の 設 置 や 釧 路 動 物 園 へ の 全 国

の飼 育 シマ フ ク ロ ウ集 積 、 環 境 庁 の シマ フ ク ロ ウ

の 人 工 艀 化 の 成 功(1994)、 種 の 保 存 法 の 制 定

(1993)、 林 野 庁 の シマ フ ク ロ ウ 生 息 地 保 護 の 取

り組 み 開 始(1993)な ど、 シ マ フ ク ロ ウ に関 す る

新 た な事 業 展 開 が 行 わ れ た こ と に よ り、 紹 介 記 事

が 増 え た 。 ま た、 他 の 希 少 野 生 生 物 の記 事 に引 用

さ れ る 数 や 、 各 種 文 芸 作 品 の 紹 介 記 事 の 中 に も取

り上 げ られ る頻 度 が 増 加 した が 、 こ れ は 「シマ フ

ク ロ ウ」 とい う単 語 か ら連 想 さ れ る様 々 な イ メ ー

ジ を世 間 が 共 通 に認 識 す る よ う に な っ た た め と考

え られ る 。

(2)観 光 土 産 物 屋 に お け る木 彫 りの シマ フ ク ロ

ウ の 占 め る 割 合

知 床 自然 セ ン ター 内 の 土 産 物 店 の 木 彫 りの 像 を

調 べ た 結 果 図2の よ う に な っ た 。55体 の 木 彫 り像

の 内 、 シ マ フ ク ロ ウ の 木 彫 りは 全 体 の70.9%を 占

め て お り、 一 方 、過 去 の 北 海 道 木 彫 り土 産 の 定 番

と も言 え る ヒ グ マ の 木 彫 り像 や 、 ア イヌ の 木 彫 り

人形 は そ れ ぞ れ21.8%、5.5%と な っ て お り、 シ マ

フ ク ロ ウの 人 気 が 非 常 に高 い こ とが 伺 え る。 店 員

に よれ ば この 傾 向 は北 海 道 全 体 の もの で あ り、 シ

マ フ クロ ウの 木 彫 りの需 要 が増 え て き た の は1990

年 以 降 ぐ らい で あ る ら しい 。 ま た 、筆 者 が 旭 川 在

住 の 木 彫 り師 に 聞 き取 った と こ ろ 、 近 年 で は ヒ グ

マ の 木彫 り注 文 は非 常 に減 っ て い る こ と と、 ヒ グ

マ の よ う に一 本 の木 か ら四 肢 を彫 り出 す もの に比

較 して 、 シマ フ ク ロ ウ の 木 彫 りは高 度 の 技 術 が 要

求 され ず 、 ま た デ フ ォル メ も容 易 で あ る た め 全 体

的 な供 給 量 が 多 くなっ て い る とい う指摘 を うけ た。

マ

%

ク

22

他アイヌ

2%5%

シマ フク ロウ

71%

図2.土 産物店の木彫 り像 に占めるシマ フクロウの割合
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(3)札 幌 雪 祭 り に お け る シマ フ ク ロ ウ の雪 像 数

1997年 の札 幌 雪 祭 り大 通 り会 場 で は 合 計153基

の小 雪 像 が 製 作 さ れ た が 、 そ の う ち シ マ フ ク ロ ウ

は9基(5.9%)を 占 め た(図3)。 この う ち2基 は

札 幌 の プ ロサ ッカ ー チ ー ム 、 コ ンサ ドー レ札 幌 の

マ ス コ ッ トキ ャ ラ ク ター と して製 作 され て い た。

他 の雪 像 で は アニ メ の キ ャ ラ ク タ ーが 最 も多 く62

基(40.5%)と 飛 び ぬ け て い た が 、1997年 の 干 支

で あ る 「牛 」 の 雪像 はll基(7.2%)で あ っ た。 シ

マ フ ク ロ ウの 雪 像 は全 体 の 中 で は そ れ ほ ど割 合 は

占 め な い もの の 、 牛 や ア ニ メの キ ャ ラ ク ター 以 外

で 特 定 動 物 種 は ほ と ん ど製作 され て い な か った こ

とか ら、 シマ フ ク ロ ウ に対 す る関 心 は製 作 者 、 見

物 客 と も に高 い と考 え られ る。

(4)講 演 会 に お け る シ マ フ ク ロ ウ認 識 度 調 査

筆 者 が 行 っ た シマ フ ク ロ ウの 講 演 会 に参 加 した

市 民 の シ マ フ ク ロ ウ認 知 度 を調 査 した 結 果 、 表1

の よ う に な っ た 。 講 演 会 に参 加 し、 ア ンケ ー トに

回 答 した の は58人 で あ っ た が 、 シマ フ ク ロ ウ を直

接 見 た こ とのあ る人 数 は14人(24.1%)で あ っ た。

この 中 に は動 物 園 で 観 察 した事 例 も含 ま れ て い る

が 、 テ レ ビや 雑 誌 記 事 な どで シマ フ ク ロ ウ を見 た

例 は 含 ん で い ない 。 シマ フ ク ロ ウの 体 長 は70cmで

あ り、 大 き さ に関 す る設 問 で は70cmと 答 え た 人 数

が 最 も 多 く34人(58.6%)で あ っ たが 、50cm程 度

と現 実 の大 き さ よ り少 な く感 じて い る 人数 も三 分

の 　一近 くの17人(29.3%)と 多 か っ た 。 シ マ フ ク

ロ ウの 北 海道 の生 息 数 は現 在100羽 程 度 で あ るが 、

生 息 数 の 設 問 に対 して100羽 と答 え る 人数 が35人

(60.3%)と 最 も多 か った が 、50羽 程 度 と少 な く

見 積 もる 人数 も16人(27.6%)存 在 し た。 シ マ フ

ク ロ ウ が営 巣 に利 用 す る樹 木 の 大 き さは胸 高 直:径

でお お むね1mで あ り(竹 中1996)、 市 民 の イ メ ー

ジ は 、lmと 答 え る人 数 が 最 も多 く24人(41.4%)

で あ っ た が 、1.5mの 大 きさが 必 要 、 と現 実 の 営 巣

木 よ りも大 き 目 を見 積 も る 人が19人(32.8%)、

逆 に営 巣 可 能 な大 き さに満 た な い60cm程 度 で十 分

だ と思 う 人 が14人(24.1%)と 人 に よ り営 巣 木 の

大 き さの イ メ ー ジ に ば らつ きが あ っ た 。 シマ フ ク

ロ ウが 一 日 に必 要 とす る魚 の 量 は 、 季 節 や 状 況 、

生 息 地 に よ り変 化 す る が 、 あ る養 魚場 で の 繁 殖 期

の 観 察 で は 、25cm程 度 の 魚 で あ れ ば お お む ね2.3

匹 程 度 を捕 食 す る(竹 中未 発 表)。 採 餌 量 の設 問

他
瀦4

シマ フクロウ

6%

(n=153)

キ ャラ クタ ー

40%

図3.札 幌雪祭 りの小雪像 に占めるシマフ クロウの割 合

で は 一 日 に20匹 食 べ る と想 像 した 人 が 最 も多 く

26人(44.8%)、10匹 捕 食 す る と考 え る 人 が16人

(27.6%)で あ っ た 。 現 実 の 採 餌 量 で あ る2-3匹

と答 え た の は わ ず か に6人(10.3%)で あ り、 市

民 が 考 え る シマ フ ク ロ ウ の採 餌 量 は本 来 の 生 態 と

は か け離 れ て い た 。 シ マ フ ク ロ ウが 給 餌 な ど を受

け ず に 自然 の 川 で 魚 類 を捕 獲 して 生 息 して い る 河

川 の 魚 類 密 度 は 、100平 方 メ ー トル あ た り100匹

程 度 の 魚 類 が 存 在 す る こ とが 明 らか に な っ て い る

(竹 中1996)。 シ マ フ ク ロ ウが 自然 に生 き て い

くため に は 河 川 に どの 程 度 魚 が い れ ば 良 い か とい

う設 問 で は 、100平 方 メ ー トル あ た り100匹 と答

え た 人 が 最 も多 く38人(65.5%)で あ り、 市 民 の

考 え る生 息 地 の イ メ ー ジ が現 実 に近 か っ た 。 シマ

フ ク ロ ウ の 行 動 圏 は 河 川 に 沿 っ て10km以 上 の 長

さ に わ た っ て 広 が っ て い る こ とが 明 ら か に な っ て

い る が(早 矢 仕1994)、 行 動 圏 に 関 す る 設 問 で

は10kmと 答 え る 人 が29人(50%)と 最 も 多 か っ

た が 、30kmと 答 え た 人 も15人(25.9%)と 多 か

っ た 。 ま た 、2.5km、5kmな ど実 際 の 行 動 圏 よ り

小 さ く見 積 もる 人 の 数 も計13人(22.4%)存 在 し

た 。 以 上 生 態 や 生 息 環 境 に 関 す る6問 の 正 解 率 を

平 均 す る と47.7%で あ っ た 。

総合考察

本研究で行った調査は系統的でなく、また調査

手法や調査材料の点で恣意的な部分が多 く、調査

結果の解析を科学的に行うことはできない。 しか

しながら、市民のシマフクロウに対する認識につ

いて考察するに足る材料は得られた。
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表1.講 演 会 に お け る シマ フ ク ロ ウ の 認 識 度 結 果

回答者

回答者数

(%)

男

30

51.7

女

28

483

年齢

回答者数

(%)

10代

2

3.4

20代

10

17.2

30代

8

13.8

40代

13

22.4

50代

13

22.4

60代

8

13.8

70代

3

5.2

明

1

7

不

1

シマフクロウを見たことがあるか

回答者数

(%)

S

4

1

罪

1

42

no

44

75.9

シマフクロウの大きさ

回答者数

(%)

30cm

O

O.0

50cm

17

29.3

70cm

34

58.6

1m

7

12.1

シマフクロウの生息数

回答者数

(%)

50

16

27.6

100

35

60.3

200

4

6.9

500

0

0。0

?

3

25

営巣木の大きさ 30cm

回答者数0

(%)0

60cm

14

24.1

1m

24

41.4

1.5m

19

32.8

?

1

1.7

一日の魚類採餌量

回答者数

(%)

2-3匹

6

10.3

5匹

9

15.5

10匹

16

27.6

20匹

26

44.8

?

1

1.7

生息地の河川魚類密度(匹/100m3)

回答者数

(%)

1

1

1.7

10

11

19.0

100

38

65.5

1000

7

12.1

?

1

1,7

行動圏の長さ

回答者数

(%)

2.5km

4

6.9

5km

9

15.5

10km

29

50.0

30km

15

25.9

?

1

1.7

設問に対する正答率

シマフクロウの大きさ

生息数

営巣木の大きさ

採餌量

魚類密度

行動圏

58.6

60。3

41.4

103

65.5

50.0

平均 47.7

新 聞記 事 や 木 彫 り、雪 祭 りの 雪 像 な どの 調 査 結

果 か ら、 シマ フ ク ロ ウ に対 す る市 民 の 関心 が 近 年

増 加 し、 シマ フ ク ロ ウ とい う動 物 が 北 海 道 の み な

らず 全 国 的 に 認 知 され る よ う に な っ て い る こ とが

は っ き り した 。 しか し、 講 演 会 で 行 っ た認 識 程 度

の 調 査 で 、 正 解 率 の 平 均 が47.7%で あ る こ と を考

慮 す る と、今 後 の 保 護 を考 え る 上 で 検 討 す べ き点

は 多 い 。 講 演 会 に参 加 した市 民 は 自 ら講…習 費 用 を

支 払 って 講演 会 に参 加 して い る た め 、 自然 保 護 や

野 生 生 物 に対 す る 関 心 が 非 常 に 高 い と考 え られ る

が 、 そ の よ うな 意識 の 高 い 人 た ち の 集 団 で あ っ て

も、 シマ フ ク ロ ウの 大 き さや 生 息 数 な ど利 用 可 能

な 情 報 の 正 解 率 が い ず れ も60%程 度 で あ っ た こ と

か ら、 意 識 の 高 さ と認 識 の 高 さ は必 ず し も一・致 し

な い こ とが わ か る。 一 方 、 予 備 的 知 識 の な い 上 で

の シ マ フ ク ロ ウの 生 態 や 生 息 環 境 に 関 す る 設 問 で

は設 問 に よ り大 き く差 が 出 た が 、 市 民 が イ メー ジ

す る シ マ フ ク ロ ウの 姿 は現 状 とは か な り違 う こ と

が 明 ら か に な っ た 。

シマ フ ク ロ ウの 保 護 を行 う上 で は、 保 護 に対 す

る市 民 に よる 応 援 は、 資 金 面 、 人 材 面 、 さ らに 世

論 形 成 な どの点 で 欠 く事 の 出来 ない もので あ るが 、

誤 った イ メ ー ジ や 認 識 が 先 行 した 場 合 に は結 果 的

に シマ フ ク ロ ウ保 護 にマ イ ナ ス に働 く可 能 性 が あ

る 。 例 え ば 、 シ マ フ ク ロ ウが 自然状 態 で 安 定 的 に

再 生 産 を繰 り返 す た め に は 、・胸 高 直 径lm近 くの

大 き さで 、 か つ好 適 な 状 態 の樹 洞 が 形 成 さ れ て い

る よ うな樹 木 が 多 く存 在す る よ うな森 林 が残 され て
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いかなければならないが、必要な営巣木の大きさ

を60cm程 度 と考えて しまうと、この大 きさの樹

木を最大 とする森林の場合でも、シマフクロウに

とって好適な森林であると判断されてしまう場合

がある。これは生息地の魚類密度 も同様で、市民

が感覚的に十分に魚が多いと考えている川であっ

ても、実際の魚類密度がシマフクロウの生息条件

を満たさない可能性がある。森林環境や餌環境を

見る限 り、シマフクロウの生息域での自然度は市

民が予想 しているよりも高 レベルなものが要求 さ

れるため、生息環境の必要自然度を過小評価 して

しまうことは、シマフクロウの生息を脅かす こと

になってしまう。また、行動圏を実際の ものより

小さく考えてしまうと保護すべ き地域の広 さや考

慮すべ き周辺の広さを小さく設定して しまうこと

になり、やはり生息を脅かす一因になりかねない。

近年一部地域で行政や民間による生息地の保護i区

指定や環境保全が行われてはじめているが、科学

的知見に基づかないために行動圏や環境を過小評

価 し、保護の本来目的を達成できていない事例が

存在する(早 矢仕 ・竹中1996)。

効果的な保護を行うためには可能な限り正確な

知識 と現状認識を蓄積することが必要であること

に加えて、シマフクロウのように先入観やイメー

ジが先行 しているような動物の場合には、誤 った

認識は積極的に修正 していかなければならない。

特に、シマフクロウの生息環境に影響を与える原

因の多くは行政主導の事業であるため、様々な保

護政策もしくは開発行為を行う行政担当者の知識

蓄積と現状認識は必須であるが、それに加えて事

業に協力 し、時には的確 な批判を行 うためにも市

民の現状認識が重要である。一方、知識や認識の

向上の手段としては色々な形の普及啓蒙活動が重

要であるが、その一部を担っているメデ ィアやカ

メラマンが、現段階では認識不足や功名心などに

起因する問題を引き起こしているのも事実である。

このような問題は現状の認識が進めば個体へ影響

を与えるカメラマンなどの行為 も軽減される可能

性があ り、またその発表物を評価する側である市

民の認識向上により、悪質なカメラマンの牽制が

可能であると思われる。正確な知識や現状認識の

全体的な向上は今後のシマフクロウ保護にとって

重要な位置を占めるが、その基礎になる情報を採

取する研究者の役割が重要であるのみならず、そ

れ らの情 報 を正 し く伝 え る 普 及 啓 蒙 、 い わ ゆ る イ

ン ター プ リ テ ー シ ョ ンの 役 割 は今 後 ます ます 重 要

に な る こ と は 間違 い な い で あ ろ う。

引用 文 献

環 境 庁(1991),日 本 の 絶 滅 の恐 れ の あ る 野 生 生

物 、 日本 野 生 生 物 研 究 セ ン タ ー 、340pp

早 矢 仕 有 子(1994),ラ ジ オ トラ ッ キ ン グ 法 に

よ る シマ フ クロ ウの 行 動 圏 お よび 若 鳥 の 出生

地 か らの 分 散 先 に 関 す る研 究,WWFJapanサ

イエ ン ス レポ ー ト,Vol.2,No.1,pp.1-19

早 矢 仕 有 子(1997),シ マ フ ク ロ ウん6即oわ 燃 競oη'

に お け る保 全 生 物 学 的 研 究,北 海 道 大 学 農 学

部 博 士 論 文,142pp

早 矢 仕 有 子 ・竹 中 健(1996),シ マ フ ク ロ ウ の

保 護 に 求 め られ る森 林 管 理,北 方 林 業,

vol.48,no.4,PP.1-4

竹 中健:(1996),シ マ フ ク ロ ウの 復 活 は あ る か,

野 生 生 物 保 護i学会1996年 度 大 会 要 旨 集

山 本 純 郎(1989),シ マ フ ク ロ ウの 生 態,阿 寒 国 立

公 園管 理 事 務 所 編

一14一


